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一
　
ペ
ル
シ
ャ
系
カ
ー
ぺ
ッ
ト
と
伝
統
的
カ
ー
ペ
ッ
ト
（
ド
ゥ
ー
リ
ー
）

　
本
章
は
イ
ン
ド
最
大
の
カ
ー
ペ
ッ
ト
産
地
、
と
く
に
「
イ
ン
ド
伝
統
手
織
り
カ
ー
ペ
ッ
ト
」
を
世
界
市

場
に
供
給
す
る
ミ
ル
ザ
プ
ル
お
よ
び
、
隣
接
す
る
バ
ー
ド
イ
村
を
と
り
あ
げ
、
生
産
組
織
、
技
能
継
承
の

問
題
を
検
討
す
る
。

　
北
イ
ン
ド
に
広
が
る
「
カ
ー
ペ
ッ
ト
・
ベ
ル
ト
地
帯
」
の
地
理
的
分
布
は
、
イ
ン
ド
最
北
の
カ
シ
ミ
ー
ル

や
ラ
ダ
ッ
ク
一
帯
か
ら
西
は
ラ
ー
ジ
ャ
ス
タ
ー
ン
の
砂
漠
や
山
脈
を
越
え
て
広
が
る
地
域
、
そ
し
て
東
は

ア
ル
ナ
ー
チ
ャ
ル
・
プ
ラ
デ
シ
州
に
及
ぶ
広
大
な
地
域
。
そ
の
中
心
部
に
イ
ン
ド
・
ガ
ン
ジ
ス
平
野
が
広

が
る
。
そ
の
ほ
ぼ
中
心
に
位
置
す
る
ウ
ッ
タ
ル
・
プ
ラ
デ
シ
州
の
二
つ
の
県
、
ミ
ル
ザ
プ
ル
（M

irzapur

）

と
バ
ー
ド
イ
（B
hadohi

）
が
織
機
台
数
、
生
産
量
と
も
に
イ
ン
ド
最
大
の
カ
ー
ペ
ッ
ト
産
地
で
あ
る
。
こ

こ
で
生
産
さ
れ
る
カ
ー
ペ
ッ
ト
の
特
色
を
知
る
た
め
に
、
ま
ず
、
先
に
と
り
あ
げ
た
ラ
ー
ジ
ャ
ス
タ
ー
ン

地
方
の
産
、
ペ
ル
シ
ャ
系
カ
ー
ペ
ッ
ト
と
伝
統
的
カ
ー
ペ
ッ
ト
（
ド
ゥ
ー
リ
ー
）
の
製
法
や
絵
柄
に
つ
い
て

の
知
識
が
必
要
と
な
る
。
ジ
ャ
イ
プ
ル
市
の
博
物
館
収
蔵
品
ペ
ル
シ
ャ
・
ム
ガ
ー
ル
絨
毯
の
歴
史
を
た
ど

る
と
、
十
六
世
紀
か
ら
十
七
世
紀
に
か
け
て
ア
ン
バ
ー
・
ジ
ャ
イ
プ
ル
王
国
（A

m
ber-Jaipur

）
の
領
主
た

ち
が
ペ
ル
シ
ャ
か
ら
収
集
し
た
工
芸
美
術
品
に
イ
ン
ド
カ
ー
ペ
ッ
ト
の
源
流
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
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れ
ら
を
模
し
た
独
自
の
絨
毯
製
作
は
十
九
世
紀
半
ば
ご
ろ
か
ら
ジ
ャ
イ
プ
ル
、
ア
ジ
ュ
メ
ー
ル
（A

jm
er

）
、

バ
イ
カ
ネ
ル
（B

ikaner

）
の
各
地
に
産
業
と
し
て
振
興
さ
れ
た
。
今
日
で
は
さ
ら
に
、
ア
ー
グ
ラ
（A

gra

）
、

エ
ル
ル
（E

luru

）
、
ア
ム
リ
ッ
ツ
ア
ル
（A

m
ritsar

）
、
ワ
ラ
ン
ガ
ル
（W

arangal

）
な
ど
、
さ
ら
に
は
、
最

北
部
カ
シ
ミ
ー
ル
（K

ashim
ir

）
も
品
質
の
優
れ
た
ペ
ル
シ
ャ
系
絨
毯
の
産
地
と
し
て
発
展
し
た
。
ム
ガ
ー

ル
帝
国
の
凋
落
と
と
も
に
カ
ー
ペ
ッ
ト
製
作
は
衰
退
し
始
め
る
が
一
八
五
一
年
ロ
ン
ド
ン
で
開
催
さ
れ
た

大
展
示
会
を
契
機
と
し
て
繊
細
な
図
柄
や
文
様
、
な
か
で
も
驚
異
的
な
ノ
ッ
ト
技
術
に
注
目
が
集
ま
り
、

イ
ン
ド
の
伝
統
的
手
織
り
カ
ー
ペ
ッ
ト
の
魅
力
が
再
認
識
さ
れ
た
。
と
く
に
ペ
ル
シ
ャ
系
カ
ー
ペ
ッ
ト
の

伝
統
を
継
承
す
る
ジ
ャ
イ
プ
ル
や
ミ
ル
ザ
プ
ル
／
バ
ー
ド
イ
の
職
人
た
ち
の
工
人
技
が
よ
み
が
え
っ
た
。

カ
ー
ペ
ッ
ト
の
品
質
は
ノ
ッ
ト
数
（
縦
糸
と
横
糸
の
結
び
目
の
数
）
に
よ
っ
て
評
価
さ
れ
価
格
が
決
定
さ
れ

る
。
ち
な
み
に
、
わ
た
く
し
が
把
握
し
た
も
っ
と
も
精
緻
な
織
り
は
博
物
館
収
蔵
品
や
個
人
収
集
家
の
資

料
か
ら
最
高
の
ノ
ッ
ト
数K

psi

「
一
イ
ン
チ
（
約
二
・
五
セ
ン
チ
）
四
方
」
を
み
る
と
、
カ
シ
ミ
ー
ル
産
四

三
一K

psi

―――
ミ
ル
ザ
プ
ル
／
バ
ー
ド
イ
産
四
一
四K

psi

―――
ジ
ャ
イ
プ
ル
産
一
九
六K

psi

の
順
と
な

る
。
ミ
ル
ザ
プ
ル
／
バ
ー
ド
イ
産
の
製
品
が
い
か
に
す
ぐ
れ
た
技
能
と
生
産
方
式
か
ら
生
み
出
さ
れ
て
い

る
か
が
わ
か
る
。
こ
の
産
地
は
歴
史
と
伝
統
を
か
た
く
な
に
守
り
続
け
る
多
く
の
職
人
か
ら
成
り
立
つ
。

一
方
、
こ
の
産
地
は
一
九
八
〇
年
代
以
降
、
旺
盛
な
輸
出
需
要
に
さ
さ
え
ら
れ
て
、
さ
ら
に
そ
の
不
毛
の
農
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村
外
延
部
を
東
側
の
隣
接
す
る
諸
州
、
北
ビ
ハ
ー
ル
州
、
ジ
ャ
ー
ル
カ
ン
ド
州
、
マ
デ
ィ
ア
・
プ
ラ
デ
ー

シ
州
の
極
貧
農
村
部
へ
と
拡
大
し
て
ゆ
く
。
こ
の
拡
大
途
上
の
産
地
は
先
に
書
い
た
よ
う
に
最
高
級
の
品

質
を
誇
る
ペ
ル
シ
ャ
系
手
織
り
カ
ー
ペ
ッ
ト
を
生
産
す
る
と
同
時
に
小
規
模
家
内
工
業
の
形
を
と
る
作
業

場
で
低
品
質
、
多
く
は
ノ
ッ
ト
数
百
四
十
以
下
の
カ
ー
ペ
ッ
ト
を
織
り
続
け
る
。
こ
こ
に
未
熟
練
の
子
ど

も
の
仕
事
が
生
ま
れ
る
。
そ
の
産
物
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
国
内
市
場
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し

な
が
ら
、
輸
出
市
場
に
向
け
ら
れ
る
大
量
受
注
生
産
に
は
例
外
な
く
労
働
経
験
を
持
つ
多
数
の
子
ど
も
が

関
与
し
て
い
る
実
態
が
あ
る
。
輸
出
認
証
の
品
質
は
「
中
」
か
ら
「
下
」
以
下
の
ラ
ン
ク
に
格
付
け
さ
れ

る
。
低
所
得
国
向
け
の
低
価
格
品
に
特
化
し
て
い
る
事
例
を
多
く
の
現
場
で
み
た
。
こ
れ
は
、
も
う
ひ
と

つ
の
世
界
の
眼
が
向
け
ら
れ
る
「
児
童
労
働
の
地
」
と
い
っ
て
よ
　（

１
）
い
。　

二
　
一
九
九
四
年
の
ミ
ル
ザ
プ
ル
・
バ
ー
ド
イ
村

　
産
地
ミ
ル
ザ
プ
ル
市
で
も
っ
と
も
規
模
も
大
き
く
、
近
代
経
営
の
会
社
組
織
の
形
態
を
と
る
オ
ビ
ー

テ
ィ
ー
社
（O

beetee
P

vt.Ltd.

）
を
訪
ね
る
。
直
接
雇
用
一
一
〇
〇
人
、
生
産
委
託
の
独
立
自
営
職
人
約
一

六
〇
〇
〇
人
を
擁
し
、
そ
の
家
族
や
関
連
事
業
に
関
わ
る
雇
用
を
含
め
る
と
約
十
万
人
の
生
活
を
支
え
る
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写真：バードイ村産伝統的カーペッ
　　　ト（ドゥーリー）
提供：Exotic India

最
大
の
会
社
と
い
わ
れ
る
。
（
一
九
九
四
年
工
場
訪

問
の
際
の
デ
ー
タ
）
お
そ
ら
く
、
高
級
カ
ー
ペ
ッ
ト

の
生
産
量
・
輸
出
量
と
も
に
イ
ン
ド
最
大
の
カ
ー

ペ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
。
デ
ー
タ
「
生
産
委
託

の
独
立
自
営
職
人
約
一
六
〇
〇
〇
人
」
に
注
目
す

る
と
、
生
産
委
託
と
再
委
託
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は

ミ
ル
ザ
プ
ル
県
全
域
に
及
び
、
農
家
職
人
の
織
り

機
購
入
資
金
の
融
資
、
原
料
糸
の
購
入
、
そ
の
他

前
渡
し
金
、
な
ど
金
融
面
の
貸
借
関
係
を
基
盤
に
し
て
、
実
に
、
広
域
に
わ
た
る
一
大
カ
ー
ペ
ッ
ト
産
地
を

形
成
し
て
い
る
。
前
述
の
生
産
プ
ロ
セ
ス
で
は
「
カ
ー
ペ
ッ
ト
を
織
る
」
の
大
部
分
の
工
程
が
自
営
カ
ー

ペ
ッ
ト
職
人
一
八
〇
〇
〇
人
と
そ
の
家
族
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
家
族
労
働
の
、
そ
し
て
子

ど
も
た
ち
の
働
く
場
が
あ
り
、
唯
一
の
生
き
る
道
が
あ
る
。

　
イ
ン
ド
最
大
の
カ
ー
ペ
ッ
ト
産
地
ミ
ル
ザ
プ
ル
町
と
バ
ー
ド
イ
村
は
ガ
ン
ジ
ス
流
域
平
野
の
中
央
部
、

ガ
ン
ジ
ス
川
に
面
す
る
典
型
的
な
農
村
地
帯
で
あ
る
。
乾
季
の
農
村
は
か
ら
し
菜
菜
培
の
真
っ
最
中
、
一

面
は
黄
色
一
色
で
あ
る
。
こ
の
地
を
訪
れ
た
背
景
に
は
カ
ー
ペ
ッ
ト
産
業
の
児
童
労
働
が
こ
の
地
か
ら
社
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ウッタルプラデシュ州

会
問
題
と
し
て
国
内
外
の
注
目
を
浴
び
る
こ

と
に
な
っ
た
と
い
う
状
況
が
あ
る
。
そ
こ
で

こ
の
地
に
他
に
類
を
見
な
い
、
巨
大
な
児
童

労
働
市
場
が
歴
史
的
に
形
成
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
着
目
し
て
、農
村
在
住
の
カ
ー
ペ
ッ
ト
織

り
職
人
レ
ベ
ル
の
実
証
的
な
本
格
的
調
査
に

先
立
つ
予
備
的
な
調
査
を
行
う
こ
と
と
な
っ

た
。
現
地
に
は
わ
ず
か
三
日
の
滞
在
で
あ
っ

た
こ
と
、
農
村
部
で
の
実
態
調
査
を
進
め
る

際
の
協
力
者
、
研
究
機
関
を
見
つ
け
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
な
に
よ
り

も
工
場
主
、
経
営
者
、
現
地
事
務
所
が
こ
の

種
の
問
題
に
対
し
て
極
め
て
警
戒
的
な
姿
勢

を
崩
さ
な
い
、
な
ど
の
理
由
か
ら
後
日
に
予

定
し
て
い
た
本
格
調
査
を
断
念
せ
ざ
る
を
え
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な
か
っ
た
。
ア
ラ
ー
ハ
ー
バ
ー
ド
市
か
ら
ガ
ン
ジ
ス
川
に
そ
っ
て
幹
線
道
路
を
東
へ
、
約
四
時
間
を
か
け

て
ミ
ル
ザ
プ
ル
町
に
着
く
。
こ
こ
を
ベ
ー
ス
・
キ
ャ
ン
プ
に
し
て
三
日
間
の
農
村
部
調
査
を
行
う
。
前
述

二
つ
の
県
の
主
要
幹
線
道
路
を
車
で
一
周
し
、
帰
路
は
約
五
〇
キ
ロ
の
距
離
に
あ
る
巡
礼
都
市
ワ
ー
ナ
ー

ラ
シ
ー
市
（
旧
べ
ナ
レ
ス
市
）
に
移
動
す
る
。
そ
の
間
、
幹
線
道
路
の
両
側
に
は
洗
浄
を
終
え
天
日
乾
燥
状

態
の
カ
ー
ペ
ッ
ト
の
、
さ
な
が
ら
一
大
展
示
会
場
と
も
見
え
る
光
景
が
あ
っ
た
。
個
々
の
農
家
の
庭
に
設

け
ら
れ
た
屋
根
付
の
機
織
作
業
場
に
働
く
家
庭
婦
人
や
子
ど
も
と
言
葉
を
交
わ
し
、
二
つ
の
小
学
校
施
設

を
訪
ね
、
教
師
の
直
面
す
る
問
題
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
産
地
に
は
他
の
地
域
で
は
見
ら
れ
な
い

い
く
つ
か
の
特
徴
が
あ
る
。
一
つ
は
カ
ー
ペ
ッ
ト
の
生
産
組
織
、
二
つ
は
農
村
社
会
の
な
か
の
技
能
形
成

で
あ
る
。
最
後
は
変
化
す
る
プ
ロ
ダ
ク
ト
・
ミ
ッ
ク
ス
に
対
応
す
る
産
地
の
外
延
的
拡
大
、
と
い
う
三
つ

の
特
徴
で
あ
る
。

１
　
生
産
組
織

　
ミ
ル
ザ
プ
ル
町
に
は
幾
つ
か
の
製
糸
工
場
が
あ
り
、
高
品
質
の
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
産
や
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
産
ウ
ー
ル
を
原
材
料
と
し
て
カ
ー
ペ
ッ
ト
用
の
糸
を
つ
く
る
。
機
械
類
は
イ
ギ
リ
ス
製
の
耐
用
年
数
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を
は
る
か
に
超
え
た
産
業
廃
棄
物
に
等
し
い
中
古
品
が
目
立
つ
。
一
九
三
〇
年
代
製
造
の
刻
印
も
あ
る
。

原
材
料
の
糸
は
染
色
、
乾
燥
さ
れ
出
荷
さ
れ
る
。
機
織
り
工
場
と
呼
ば
れ
る
生
産
単
位
は
実
は
、
大
部
分

が
一
人
の
、
独
立
自
営
の
機
織
り
職
人
、
し
か
も
農
村
に
居
を
構
え
る
農
家
の
土
間
や
仮
仕
立
て
の
作
業

小
屋
の
呼
称
で
あ
る
。
コ
ッ
テ
ー
ジ
・
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
、
す
な
わ
ち
「
家
内
工
業
」
と
は
カ
ー
ペ
ッ
ト
生

産
の
場
合
は
、
こ
の
よ
う
な
機
織
職
人
一
人
と
家
族
労
働
に
よ
っ
て
さ
さ
え
ら
れ
た
生
産
形
態
を
意
味
す

る
。
さ
き
に
描
写
し
た
よ
う
な
、
道
路
上
に
展
開
す
る
無
数
と
も
見
え
る
「
家
内
工
業
」
を
統
活
す
る
会

社
組
織
は
な
い
。
し
か
し
、
注
意
深
く
観
察
す
る
と
、
製
糸
工
場
か
ら
の
原
材
料
一
括
購
入
、
個
々
の
職

人
へ
の
融
資
、
半
完
成
品
（
最
終
段
階
の
ト
リ
ミ
ン
グ
加
工
前
）
の
買
取
り
を
行
う
村
の
金
融
業
者
兼
輸
出
業

者
の
存
在
が
大
き
い
こ
と
に
気
づ
く
。
こ
れ
は
業
者
貸
付
と
製
品
買
取
り
を
中
心
機
能
と
す
る
一
大
会
社

機
能
と
い
う
解
釈
も
な
り
た
ち
、
そ
の
傘
下
に
無
数
の
広
域
に
わ
た
る
カ
ー
ペ
ッ
ト
職
人
と
い
う
単
一
で

は
あ
る
が
、
有
機
的
に
結
合
さ
れ
た
生
産
単
位
の
「
工
場
」
群
が
形
成
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
一
つ
の

村
全
体
が
、
そ
し
て
県
全
体
が
無
数
の
機
織
り
か
ら
構
成
さ
れ
た
工
場
組
織
と
考
え
た
ほ
う
が
よ
い
。
こ

こ
の
産
地
が
イ
ン
ド
全
国
の
八
割
以
上
の
生
産
実
績
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
理
由
は
ま
さ
に
、
こ
の
よ
う

な
柔
軟
で
あ
り
な
が
ら
強
固
な
産
地
結
合
体
を
築
き
上
げ
て
い
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
お
よ
そ
、

一
九
七
〇
年
代
か
ら
始
ま
り
、
続
く
八
〇
年
代
に
は
旺
盛
な
海
外
需
要
と
あ
い
ま
っ
て
広
域
の
産
地
形
成
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が
進
行
し
た
。
そ
の
主
役
と
な
る
大
小
企
業
家
集
団
の
多
く
は
ラ
ー
ジ
ャ
ス
タ
ー
ン
州
シ
ェ
イ
カ
ワ
テ
ィ

地
域
出
身
の
マ
ー
ル
ワ
リ
ー
商
人
（M

arw
aris

）
で
あ
る
（
第
三
章
の
事
例
対
象
地
域
）
。
か
れ
ら
は
東
イ
ン

ド
コ
ル
コ
タ
市
や
西
イ
ン
ド
ム
ン
バ
イ
市
に
拠
点
を
置
く
同
族
輸
出
業
者
の
い
わ
ば
現
地
出
先
機
関
で
も

あ
り
、
世
界
市
場
で
の
価
格
や
需
要
の
動
向
を
い
ち
早
く
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
把
握
し
「
工
場
」
へ
の
需

給
調
整
の
指
示
を
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
産
地
ミ
ル
ザ
プ
ル
／
バ
ー
ド
イ
の
カ
ー
ペ
ッ
ト
村
は
こ
う
し
て

世
界
市
場
と
の
結
び
つ
き
が
で
き
上
が
っ
た
。
一
九
九
一
年
の
経
済
自
由
化
政
策
は
こ
れ
ら
カ
ー
ペ
ッ
ト

村
の
生
産
体
制
を
世
界
市
場
に
結
び
つ
け
る
決
定
的
な
動
因
と
な
っ
　（

２
）

た
。　

２
　
技
能
形
成

　
ガ
ン
ジ
ス
平
野
の
中
心
部
に
位
置
す
る
典
型
的
な
農
業
・
農
村
地
帯
に
あ
っ
て
カ
ー
ペ
ッ
ト
の
輸
出
市
場

を
ほ
ぼ
独
占
す
る
手
織
り
カ
ー
ペ
ッ
ト
の
す
ぐ
れ
た
技
能
は
い
か
に
し
て
蓄
積
さ
れ
、
世
代
を
越
え
て
今

日
に
到
っ
た
の
か
。
技
術
や
技
能
は
そ
れ
を
生
み
出
す
文
化
的
背
景
と
は
無
縁
で
は
あ
り
え
な
い
。
ジ
ャ

イ
プ
ル
の
カ
ー
ペ
ッ
ト
産
地
に
は
ム
ガ
ー
ル
帝
国
時
代
か
ら
の
長
い
伝
統
が
継
承
さ
れ
た
社
会
環
境
が
存

在
し
た
。
藩
王
統
治
時
代
、
カ
ー
ペ
ッ
ト
産
業
は
手
厚
い
保
護
や
育
成
の
政
策
が
と
ら
れ
た
。
ま
た
、
専
門
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的
な
技
能
教
育
や
研
究
開
発
な
ど
の
機
関
が
ジ
ャ
イ
プ
ル
市
に
設
け
ら
れ
、
カ
ー
ペ
ッ
ト
を
含
む
多
様
な

染
織
品
製
造
の
産
地
が
確
立
し
た
。
独
立
後
も
同
じ
よ
う
に
、
伝
統
産
業
の
保
護
・
育
成
策
が
政
府
の
経

済
開
発
政
策
の
重
要
な
柱
の
一
つ
と
し
て
継
承
さ
れ
、
今
日
に
い
た
る
。
そ
こ
に
は
技
術
や
技
能
の
、
断

絶
す
る
こ
と
の
な
い
時
間
的
連
続
性
が
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
ミ
ル
ザ
プ
ル
／
バ
ー
ド
イ
産
地
に
は
類
似
の

性
格
を
も
つ
社
会
環
境
は
な
い
。
ガ
ン
ジ
ス
川
流
域
に
広
が
る
典
型
的
な
稲
作
農
村
・
農
業
社
会
で
あ
っ

て
、
カ
ー
ペ
ッ
ト
産
地
と
し
て
国
内
の
み
な
ら
ず
、
広
く
欧
米
諸
国
に
知
ら
れ
る
に
い
た
っ
た
の
は
せ
い

ぜ
い
、
一
九
七
〇
年
代
ご
ろ
か
ら
の
こ
と
で
あ
っ
て
産
業
形
成
の
歴
史
は
浅
い
。
し
か
し
、
こ
こ
に
は
「
産

業
移
植
」
と
い
う
概
念
が
あ
て
は
ま
る
よ
う
な
社
会
環
境
が
あ
る
。
カ
ー
ペ
ッ
ト
産
業
を
構
成
す
る
諸
条

件
、
と
く
に
、
一
連
の
生
産
工
程
―――
①
デ
ザ
イ
ン
、
②
原
料
糸
の
品
質
、
③
カ
ー
ペ
ッ
ト
品
質
の
デ
ザ
イ

ン
、
④
織
り
職
人
の
技
能
、
⑤
洗
浄
・
仕
上
げ
の
設
備
―――
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
移
植
で
き
る
か
が
産
地
形

成
の
基
本
と
な
る
。
一
九
二
〇
年
代
、
当
時
、
Ｍ
・
ガ
ン
デ
ィ
ー
の
提
唱
す
る
農
村
復
興
運
動
は
貧
困
に

喘
ぐ
農
村
に
手
紡
ぎ
・
手
織
り
の
生
産
活
動
を
奨
励
し
、
こ
れ
が
ガ
ン
ジ
ス
川
流
域
農
村
一
帯
に
波
及
し

て
い
っ
た
。
い
ま
だ
に
農
家
の
庭
先
に
機
織
や
手
紡
機
を
動
か
す
人
々
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ

こ
に
は
そ
の
ほ
か
の
近
隣
地
域
と
同
様
に
農
村
工
業
化
の
歴
史
的
経
験
が
あ
る
。
こ
の
時
期
一
人
の
企
業

家
が
カ
ー
ペ
ッ
ト
産
業
を
こ
の
土
地
に
移
植
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
今
日
、
ミ
ル
ザ
プ
ル
市
に
本
拠
を
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置
く
イ
ン
ド
最
大
の
カ
ー
ペ
ッ
ト
生
産
・
輸
出
会
社
オ
ビ
ー
テ
ィ
ー
社
の
先
代
創
業
者
こ
そ
巨
大
産
地
の

生
み
の
親
で
あ
る
。
企
業
家
精
神
こ
そ
こ
の
地
に
産
業
移
植
を
可
能
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
織
ら
れ
る
カ
ー
ペ
ッ
ト
は
ペ
ル
シ
ャ
系
の
手
織
り
カ
ー
ペ
ッ
ト
や
手
織
り
タ
フ
テ
ッ
ド
カ
ー
ペ
ッ

ト
、
し
か
も
高
品
質
（
ノ
ッ
ト
数
三
三
〇K

psi

以
上
）
の
製
品
が
あ
る
一
方
、
中
国
や
チ
ベ
ッ
ト
の
影
響

を
う
け
た
文
様
や
図
柄
の
カ
ー
ペ
ッ
ト
、
さ
ら
に
、
隣
接
す
る
北
ビ
ハ
ー
ル
地
域
の
農
村
に
伝
わ
る
染
織

の
影
響
も
見
ら
れ
る
。
ガ
ン
ジ
ス
平
野
の
中
心
部
に
位
置
す
る
ミ
ル
ザ
プ
ル
は
北
か
ら
は
チ
ベ
ッ
ト
、
ガ

ン
ジ
ス
の
源
流
カ
シ
ミ
ー
ル
や
ラ
ダ
ッ
ク
地
方
、
ム
ガ
ー
ル
王
朝
時
代
の
ラ
ー
ジ
ャ
ス
タ
ー
ン
の
強
い
影

響
を
受
け
カ
ー
ペ
ッ
ト
織
り
の
技
術
・
技
能
を
定
着
さ
せ
た
と
思
わ
れ
る
。
一
方
で
は
、
東
か
ら
の
影
響
、

と
く
に
北
ビ
ハ
ー
ル
地
方
の
土
着
の
装
飾
文
化
を
と
り
い
れ
、
ま
た
、
宗
教
都
市
ワ
ー
ナ
ー
ラ
シ
ー
の
求

め
る
巡
礼
地
需
要
に
応
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
農
村
社
会
に
深
く
根
を
張
り
詰
め
た
職
業
カ
ー
ス
ト
が
技

術
・
技
能
、
そ
し
て
な
に
よ
り
も
カ
ー
ペ
ッ
ト
織
り
の
繊
細
な
感
性
を
熟
成
さ
せ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て

ミ
ル
ザ
プ
ル
は
多
様
な
プ
ロ
ダ
ク
ト
・
ミ
ッ
ク
ス
を
供
給
で
き
る
技
術
的
条
件
が
次
第
に
成
熟
し
、
今
日
、

イ
ン
ド
最
大
の
生
産
基
地
へ
と
進
化
し
た
。
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３
　
産
地
の
外
延
的
拡
大

　
九
十
年
代
初
頭
、
経
済
自
由
化
が
も
た
ら
し
た
一
大
輸
出
ブ
ー
ム
は
カ
ー
ペ
ッ
ト
産
業
か
ら
始
ま
る
。
す

で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
そ
の
担
い
手
た
る
生
産
地
は
広
く
ガ
ン
ジ
ス
流
域
の
農
村
地
帯
、
ウ
ッ
タ
ル
・
プ
ラ

デ
ー
シ
州
の
二
つ
の
県
ミ
ル
ザ
プ
ル
と
バ
ー
ド
イ
を
中
核
地
域
と
し
、
さ
ら
に
ア
ラ
ー
ハ
ー
バ
ー
ド
に
拡
大

す
る
。
そ
の
後
さ
ら
に
、
南
東
部
の
隣
接
州
ビ
ハ
ー
ル
州
や
、
丘
陵
地
帯
ジ
ャ
ー
ル
カ
ン
ド
州
（Jharkhand

）

農
村
部
ガ
ル
ー
ワ
県
（G

arhw
a

）
、
お
よ
び
ギ
リ
デ
ィ
ー
県
（G

iridih

）
に
浸
透
し
て
ゆ
く
。
こ
れ
ら
の
生

産
地
域
を
総
称
し
て
「
新
・
カ
ー
ペ
ッ
ト
ベ
ル
ト
地
帯
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。「
児
童
労
働
の
地
」
と
し

て
国
内
外
の
厳
し
い
目
が
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
多
く
の
取
材
報
告
が
き
わ
め
て
劣
悪
な
作
業
環
境

に
お
か
れ
る
子
ど
も
の
姿
を
白
日
の
下
に
さ
ら
す
こ
と
に
な
　（

３
）

る
。　

　
新
・
カ
ー
ペ
ッ
ト
ベ
ル
ト
地
帯
を
構
成
す
る
五
つ
の
県
の
総
人
口
数
（
二
〇
〇
一
年
現
在
）
約
一
一
〇
〇

万
人
、
う
ち
六
歳
児
未
満
未
就
学
の
子
ど
も
（
二
〇
〇
五
〜
六
年
度
推
定
）
は
約
二
二
〇
万
人
。
就
学
生
徒

数
（
ク
ラ
ス
一
〜
七
）
約
一
七
一
万
三
〇
〇
〇
人
（
二
〇
〇
五
〜
六
年
度
推
定
）
。
こ
れ
ら
は
人
口
統
計
か
ら

推
定
し
た
も
の
で
、
こ
れ
と
は
別
に
労
働
力
推
計
な
ど
か
ら
児
童
労
働
数
を
求
め
た
い
く
つ
か
の
研
究
が

あ
る
の
で
参
考
ま
で
に
紹
介
す
る
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
国
際
機
関
や
イ
ン
ド
政
府
の
資
金
援
助
を
受
け
た
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委
託
調
査
で
あ
り
、
そ
の
推
計
値
に
つ
い
て
は
一
定
の
バ
イ
ア
ス
が
か
か
っ
て
い
る
こ
と
に
注
意
す
る
必

要
が
あ
る
。
一
般
的
傾
向
と
し
て
は
国
際
機
関
Ｉ
Ｌ
Ｏ
、
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
Ｆ
、
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
な
ど
、
ま
た
国
内

外
人
権
団
体
な
ど
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
推
計
値
は
「
過
大
」
に
、
ま
た
イ
ン
ド
政
府
機
関
の
そ
れ
は
「
過
少
」
に
示

さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
。
ち
な
み
に
、
全
土
に
拡
大
す
る
こ
れ
ら
主
要
産
地
で
手
織
り
カ
ー
ペ
ッ
ト
に
生
計

を
依
存
す
る
人
口
は
お
よ
そ
二
五
〇
万
人
に
及
ぶ
と
す
る
推
定
も
あ
る
（
前
掲A

sha
R

aniM
athur

著
八
三

ペ
ー
　（

４
）
ジ
。　）

　
こ
の
産
地
が
新
た
な
「
児
童
労
働
の
地
」
と
呼
ば
れ
る
理
由
は
カ
ー
ペ
ッ
ト
の
生
産
規
模
が
巨
大
化
す
る

こ
と
に
対
応
し
て
さ
ら
に
安
価
な
労
働
力
を
必
要
と
す
る
こ
と
、
ま
た
低
級
品
の
生
産
に
適
し
た
未
熟
練

の
子
ど
も
の
労
働
を
近
接
農
村
の
外
延
部
に
求
め
る
必
要
が
あ
る
こ
と
、
な
ど
に
よ
る
。
ま
た
産
地
産
品

の
需
要
構
造
の
変
化
が
あ
る
。
高
級
品
〜
最
上
級
品
（
ノ
ッ
ト
数
三
三
〇K

psi

以
上
）
の
手
織
り
カ
ー
ぺ
ッ

ト
は
主
と
し
て
欧
米
市
場
へ
、
中
級
品
（
ノ
ッ
ト
数
一
二
〇
〜
三
三
〇K

psi

）
お
よ
び
低
級
品
（
ノ
ッ
ト
数
〇

〜
八
〇K

psi

）
は
途
上
国
向
け
、
主
と
し
て
中
所
得
国
向
け
お
よ
び
、
海
外
市
場
の
実
績
が
あ
る
ア
フ
リ
カ

諸
国
な
ど
に
輸
出
先
を
選
別
す
る
。
輸
出
戦
略
に
応
じ
て
、
こ
の
新
た
な
産
地
は
中
品
質
か
ら
低
品
質
の

カ
ー
ペ
ッ
ト
類
、
壁
掛
け
用
ラ
グ
、
ド
ゥ
ー
リ
ー
な
ど
の
製
品
生
産
の
た
め
に
低
熟
練
・
低
賃
金
の
子
ど

も
を
投
入
す
る
こ
と
に
な
る
。
地
域
的
に
は
北
は
ネ
パ
ー
ル
国
境
に
近
い
、
山
岳
辺
境
地
帯
、
東
は
同
じ
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く
国
境
に
近
い
ビ
ハ
ー
ル
州
北
部
最
貧
困
な
人
口
稠
密
な
地
帯
、
そ
し
て
、
南
東
は
か
つ
て
チ
ョ
ー
タ
・

ナ
グ
プ
ー
ル
と
よ
ば
れ
た
地
帯
、
今
は
一
つ
の
行
政
地
域
と
な
る
ジ
ャ
ー
ル
カ
ン
ド
州
一
帯
。
こ
れ
ら
辺

境
の
地
は
山
岳
部
族
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
経
済
的
に
も
、
ま
た
社
会
的
に
も
イ
ン
ド
全
土
の
な
か
で
最
も

後
進
地
域
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
地
域
で
あ
る
。
か
れ
ら
は
ま
た
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
社
会
の
最
下
層
あ
る
い
は
、

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
社
会
秩
序
の
外
側
に
位
置
す
る
ダ
リ
ッ
ト
（D

alit

）
の
民
で
あ
る
。
か
つ
て
は
「
不
可

触
民
」
と
よ
ば
れ
た
階
層
の
人
々
で
あ
る
。

　
こ
の
地
域
の
そ
れ
ぞ
れ
の
部
族
社
会
に
は
古
く
か
ら
伝
え
ら
れ
て
き
た
独
自
の
機
織
技
術
、
文
様
、
図

柄
、
な
ど
が
今
日
に
い
た
る
ま
で
生
き
続
け
る
。
す
べ
て
が
自
家
消
費
の
経
済
か
ら
成
り
立
つ
。
と
こ
ろ

が
こ
こ
に
商
業
主
義
の
、
し
か
も
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
の
カ
ー
ペ
ッ
ト
生
産
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

そ
の
動
き
は
九
十
年
代
後
半
か
ら
急
速
に
進
展
す
る
。
後
進
地
域
の
奥
深
く
に
農
民
家
族
を
一
つ
の
生
産

単
位
と
す
る
「
家
内
工
業
」
が
奨
励
さ
れ
、
カ
ー
ペ
ッ
ト
織
り
の
村
が
誕
生
す
る
。
そ
こ
に
は
、
後
進
地

域
の
経
済
的
、
社
会
的
地
位
の
向
上
に
は
子
ど
も
を
労
働
力
と
し
て
市
場
に
投
入
す
る
こ
と
も
必
要
だ
と

す
る
市
場
の
論
理
が
あ
る
。
児
童
労
働
を
否
定
す
る
の
で
は
な
い
、
む
し
ろ
容
認
す
る
社
会
感
性
の
広
が

り
が
あ
る
。
こ
れ
は
ラ
ー
ジ
ャ
ス
タ
ー
ン
の
事
例
と
同
じ
よ
う
に
、
伝
統
の
技
能
継
承
に
は
子
ど
も
の
労

働
は
不
可
分
、
と
す
る
論
理
と
同
類
の
思
惟
・
発
想
で
あ
る
。
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広
大
な
ガ
ン
ジ
ス
平
野
か
ら
四
方
に
広
が
る
周
辺
山
岳
地
帯
に
は
、
世
界
市
場
と
深
く
関
わ
る
新
・
カ
ー

ペ
ッ
ト
ベ
ル
ト
地
帯
が
拡
大
を
続
け
、
新
た
な
産
地
誕
生
の
過
程
に
あ
る
。
も
う
一
つ
の
カ
ー
ペ
ッ
ト
「
児

童
労
働
の
地
」
が
出
現
し
た
の
で
あ
る
。
ド
ゥ
ー
リ
ー
と
い
う
名
の
カ
ー
ペ
ッ
ト
は
い
つ
の
日
か
、
先
進

輸
入
国
の
消
費
者
と
ジ
ャ
ー
ル
カ
ン
ド
山
岳
民
族
の
間
に
あ
る
と
て
つ
も
な
く
長
い
距
離
を
一
挙
に
短
縮

す
る
に
違
い
な
い
。
こ
れ
を
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
不
可
避
的
な
プ
ロ
セ
ス
と
す
る
な
ら
ば
、
カ
ー

ペ
ッ
ト
生
産
に
参
加
す
る
サ
ン
タ
ー
ル
族
農
民
（Santal

）
に
公
正
で
平
等
な
労
働
の
成
果
を
保
障
す
る
仕

組
み
が
必
要
で
あ
る
。
か
れ
ら
は
ダ
リ
ッ
ト
と
呼
ば
れ
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
社
会
の
最
下
層
に
置
か
れ
イ
ギ
リ

ス
の
植
民
地
時
代
、
繰
り
返
し
搾
取
さ
れ
続
け
た
悲
惨
な
歴
史
を
も
つ
民
で
あ
る
。
そ
の
昔
、
ア
ヘ
ン
戦

争
（
一
八
四
〇
〜
四
二
年
）
中
に
は
中
国
輸
出
用
の
ケ
シ
栽
培
を
、
続
く
十
九
世
紀
末
に
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

輸
出
品
と
し
て
植
物
染
料
の
原
料
イ
ン
デ
ィ
ゴ
の
栽
培
を
強
い
ら
れ
、
化
学
染
料
が
発
明
さ
れ
る
と
と
も

に
彼
ら
農
民
は
放
置
さ
れ
忘
れ
去
ら
れ
た
。
彼
ら
は
い
つ
も
、
時
の
支
配
者
の
説
得
や
半
ば
強
制
に
よ
っ

て
有
望
で
利
益
の
あ
が
る
換
金
作
物
の
転
作
を
繰
り
返
し
て
き
た
。「
サ
ン
タ
ー
ル
の
反
乱
」
と
呼
ば
れ
る

武
装
蜂
起
も
あ
っ
た
が
、
イ
ギ
リ
ス
勢
力
に
よ
っ
て
鎮
圧
さ
れ
た
歴
史
も
あ
る
。
今
、
サ
ン
タ
ー
ル
農
民

は
輸
出
用
カ
ー
ペ
ッ
ト
生
産
の
担
い
手
と
し
て
期
待
さ
れ
、
そ
し
て
彼
ら
の
歴
史
経
験
に
な
か
っ
た
強
烈

な
「
市
場
」
と
い
う
圧
力
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
の
一
生
産
単
位
、「
自
営
カ
ー
ペ
ッ
ト
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職
人
」
に
な
る
こ
と
は
、「
飢
餓
的
貧
困
」
か
ら
の
脱
出
の
路
に
つ
な
が
る
の
か
、
子
ど
も
の
「
不
就
学
」

解
消
の
決
め
手
に
な
る
の
か
、
ジ
ャ
ー
ル
カ
ン
ド
州
サ
ン
タ
ー
ル
族
農
民
の
選
択
の
幅
は
限
ら
れ
て
い
る
。

４
　
限
界
農
民
の
教
育
機
会

　
ダ
リ
ッ
ト
（D

alits

）
と
は
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
社
会
を
依
然
と
し
て
規
定
す
る
カ
ー
ス
ト
制
度
の
最
下
層
（L

ow

caste

）
ま
た
は
、
不
可
触
民
（U

ntouchables

）
あ
る
い
は
、
ア
ウ
ト
カ
ー
ス
ト
（O

utcastes

）
の
民
を
い
う
。

政
府
は
二
〇
〇
〇
年
、
カ
ー
ス
ト
制
廃
止
を
定
め
た
憲
法
に
違
反
す
る
と
し
て
こ
の
用
語
の
使
用
を
禁
止
、

法
律
用
語
と
し
て
は
「
指
定
カ
ー
ス
ト
（scheduled

castes

）
／
指
定
ト
ラ
イ
ブ
（scheduled

tribes

）
」、
略

称
を
Ｓ
Ｃ
／
Ｓ
Ｔ
に
統
一
し
た
。「
ダ
リ
ッ
ト
」
人
口
は
イ
ン
ド
全
土
で
二
〇
〇
〇
年
現
在
、
約
一
億
七
〇

〇
〇
万
と
い
わ
れ
、
人
権
意
識
の
高
ま
り
と
と
も
に
地
域
政
治
へ
の
発
言
力
が
強
ま
る
。
し
か
し
、
経
済

的
・
社
会
的
に
は
社
会
の
最
底
辺
に
留
ま
る
膨
大
な
農
民
階
層
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
な
い
。
こ
れ
を
指

し
て
「
限
界
農
民
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

　
わ
た
く
し
は
一
九
六
〇
〜
六
二
年
、
イ
ン
ド
滞
在
中
に
ジ
ャ
ー
ル
カ
ン
ド
州
炭
鉱
の
町
ダ
ー
ン
バ
ー
ド

（D
hanbad

）
県
一
帯
に
定
住
す
る
サ
ン
タ
ー
ル
族
の
調
査
を
し
た
こ
と
が
あ
る
。
大
部
分
が
指
定
ト
ラ
イ
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ブ
に
属
す
る
山
地
農
民
の
階
層
で
あ
る
。
そ
こ
に
見
た
農
村
生
活
の
暮
ら
し
は
そ
の
後
、
貧
困
問
題
を
語

る
と
き
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
人
間
生
存
の
ベ
ー
シ
ッ
ク
・
ミ
ニ
マ
ム
概
念
、
す
な
わ
ち
「
飢
餓
的

貧
困
」
が
村
々
を
越
え
広
大
な
地
域
空
間
に
広
が
る
現
実
を
見
た
。
今
、
あ
ら
た
め
て
イ
ン
ド
政
府
の
教

育
統
計
（
二
〇
〇
五
〜
〇
六
）
を
見
る
と
き
初
等
教
育
の
分
野
で
も
、
か
っ
て
ダ
リ
ッ
ト
と
区
分
さ
れ
、
社

会
か
ら
排
除
さ
れ
て
き
た
膨
大
な
規
模
の
人
口
、
今
は
、
法
的
保
護
を
受
け
る
Ｓ
Ｃ
／
Ｓ
Ｔ
記
号
で
区
分

さ
れ
る
人
々
が
未
だ
に
初
等
教
育
の
機
会
を
受
け
る
こ
と
な
く
、
む
し
ろ
拒
絶
さ
れ
て
い
る
現
実
を
知
る
。

若
干
の
統
計
数
値
を
あ
げ
る
だ
け
で
「
教
育
の
貧
困
」
を
示
す
に
十
分
で
あ
る
。
州
全
体
の
村
落
数
三
二

六
二
〇
村
の
う
ち
三
四
八
村
に
は
授
業
の
有
資
格
者
ゼ
ロ
、
一
二
九
一
村
の
男
子
識
字
率
は
お
よ
そ
一
〇

％
、
一
四
三
三
村
で
は
女
子
識
字
率
ゼ
ロ
、
州
全
体
で
見
る
と
識
字
率
五
三
・
六
％
、
う
ち
男
子
が
六
七
・

三
％
、
女
子
三
八
・
九
％
の
低
さ
で
あ
る
。
都
市
部
と
農
村
部
の
教
育
格
差
も
大
き
く
、
都
市
部
女
子
の

七
〇
％
に
対
し
て
農
村
部
二
九
・
九
％
、
三
人
に
一
人
が
読
み
書
き
が
で
き
る
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
よ
う

に
教
育
機
会
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
持
た
な
い
農
村
人
口
は
当
然
、
経
済
的
に
は
「
飢
餓
的
貧
困
」
状
態
、
そ
し

て
社
会
的
に
は
「
抑
圧
と
差
別
」
の
状
態
に
置
か
れ
る
。
こ
れ
ら
現
実
の
姿
を
伝
え
る
二
つ
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
紹
介
す
　（

５
）
る
。　

①
中
央
な
ら
び
に
州
政
府
の
支
援
に
よ
り
「
文
盲
撲
滅
プ
ロ
グ
ラ
ム
」（TotalL

iteracy
Program

m
e

）
の
一
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環
と
し
て
「
学
校
給
食
」
ス
キ
ー
ム
が
始
ま
っ
た
。
そ
の
結
果
、
し
だ
い
に
子
ど
も
が
学
級
に
戻
る
よ

う
に
な
っ
た
が
、
給
食
調
理
人
（
女
性
）
が「B

aw
ri

」（
ダ
リ
ッ
ト
）
カ
ー
ス
ト
で
あ
る
こ
と
が
知
れ
る
と

こ
ろ
と
な
り
子
ど
も
の
両
親
を
巻
き
込
む
騒
動
に
発
展
、
三
カ
月
間
給
食
は
停
止
し
た
。
カ
ー
ス
ト
最

下
位
の
ダ
リ
ッ
ト
の
調
理
す
る
食
事
は
「
穢
れ
」
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
食
す
る
こ
と
は
到
底
容
認

で
き
る
も
の
で
は
な
い
と
し
て
親
た
ち
が
給
食
を
拒
否
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
騒
動
は
州
全
域
の
公
立

学
校
に
飛
び
火
し
暴
動
を
引
き
起
こ
し
、
当
局
は
や
む
な
く
、
す
こ
し
上
位
の
「
高
位
カ
ー
ス
ト
」
の

調
理
人
に
替
え
た
。
政
府
が
伝
家
の
宝
刀
と
す
る
法
律
「
Ｓ
Ｃ
／
Ｓ
Ｔ
残
虐
行
為
防
止
法
―
一
九
八
九
」

〈the
SC
/ST

Prevention
ofA

strocities
A

ct1989 〉

を
も
っ
て
し
て
も
、
カ
ー
ス
ト
慣
習
の
根
幹
に
あ

る
「
穢
れ
」
の
思
想
や
慣
習
を
排
除
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

②
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
使
っ
て
子
ど
も
と
そ
の
両
親
に
呼
び
か
け
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
引

用
す
る
と
、“A

dhiR
otiK

hayenge,PhirB
hiSchoolJayenge”

「
お
腹
が
す
い
て
い
て
も
、
学
校
に

は
行
こ
う
！
」
と
。
学
校
に
行
け
ば
給
食
が
あ
る
。
だ
が
、
州
全
土
に
は
四
〇
万
人
を
超
す
子
ど
も
が

空
腹
を
す
こ
し
で
も
満
た
す
た
め
に
労
働
に
つ
い
て
い
る
現
実
が
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
限
界
農
民

層
の
未
熟
練
児
童
労
働
は
カ
ー
ペ
ッ
ト
の
産
地
に
組
み
込
ま
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
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注
（
１
）
カ
ー
ペ
ッ
ト
の
生
産
と
輸
出

独
特
の
模
様
や
多
様
な
品
質
の
カ
ー
ペ
ッ
ト
生
産
が
旺
盛
な
輸
出
需
要
に
さ
さ
え
ら
れ
て
九
十
年
代
以
降
、
着
実
に
伸
び
て
き

た
。
現
在
、
産
地
と
し
て
組
織
化
さ
れ
た
地
域
お
よ
び
輸
出
実
績
等
は
次
の
表
C
〜
E
の
通
り
で
あ
る
。

表C.　拡大する産地
州（State） 県（District）

Uttar Pradeshu Varanasi, Bhadohi, Gopiganj,
Khamaria, Ghosia, Madhosingh,
Mirzapur, Agra, Shahajahanpur

Jammi & Kashmir Srinagar, Baramulla, Anantnag,
Jammu, Leh

Rajasthan Jaipur, Bikaner, Tonk
Punjab Amritsar
Haryana Panipat
Madhya Pradesh Gwalior
Bihar Obra, Danapur, Madhubani
Himachal Pradesh Dharmshala
West Bengal Darjeeling
Andhra Pradesh & Elluru Warangal
Karnataka Bangalore
Pondicherry Pondicherry
出所: Indian Carpet Export Promotion Council, New Delhi

表D.　好調の輸出実績
品目別輸出額の順位 単位：100万US$（対米ドル40.2513ルピー）
1. 手織りウール・カーペット 515.90
（Handmade Woolen Carpets, Rugs Druggets, Durries)
2. 手織りウール・タフテッド・カーペット 287.40
（Handmade Woollen Tufted Carpets)
3. 手織りシルク・カーペット 55.12
（Handmade Silk Carpets)
4. 手織り合繊カーペット 17.29
（Handmade Synthetic Carpets)

期間：2007～08年4/3月期
出所: Indian Carpet Export Promotion Council, New Delhi

表E.　上位10輸出相手国の順位
国 金額（100万US$）

1. ア メ リ カ 403.04
2. ド イ ツ 153.52
3. イ ギ リ ス 41.61
4. 日 本 14.30
5. フ ラ ン ス 12.52
6. オーストラリア 11.23
7. イ タ リ ア 10.01
8. カ ナ ダ 10.98
9. ス ペ イ ン 8.56

10. オ ラ ン ダ 7.99
小計 673.76

11. そ の 他 134.18
総計 807.94

期間：2007～08年4/3月期
出所: Indian Carpet Export Promotion Council, New Delhi
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（
２
）
バ
ー
ド
ー
イ
村
の
カ
ー
ペ
ッ
ト
職
人

ス
イ
ス
人
写
真
家
エ
ー
ド
リ
ア
ン
・
モ
ザ
ー
氏
（A

drian
M

oser

）
の
写
真
集“C

arpetPeople
ofIndia”

は
二
六
枚
の
モ
ノ

ク
ロ
写
真
か
ら
成
る
。
二
〇
世
紀
最
後
の
年
、
一
九
九
九
年
の
バ
ー
ド
イ
村
カ
ー
ペ
ッ
ト
製
造
工
程
を
現
地
撮
影
し
た
秀
作
で

あ
る
。
こ
れ
は
ス
イ
ス
・
ベ
ル
ン
で
開
催
さ
れ
た
セ
バ
ス
チ
ャ
ン
・
サ
ル
ガ
ド
（Sebastião

Salgado

）
写
真
展
の
一
部
と
し
て

発
表
さ
れ
た
も
の
で
、
同
氏
の
ご
好
意
に
よ
り
同
じ
写
真
集
録
は
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
図
書
館
写
真
・
資
料
展
「
一
九
九
〇
年

代
の
イ
ン
ド
社
会
と
子
ど
も
た
ち
」（
二
〇
〇
八
年
一
一
月
四
日
〜
一
二
月
二
五
日
）
に
も
出
展
さ
れ
た
。
こ
の
一
連
の
写
真
は

世
界
商
品
ク
ラ
ス
の
ペ
ル
シ
ャ
系
カ
ー
ペ
ッ
ト
や
イ
ン
ド
の
伝
統
的
カ
ー
ペ
ッ
ト
（
ド
ゥ
ー
リ
ー
）
が
織
ら
れ
る
製
造
過
程
を

見
事
に
映
し
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公
開
さ
れ
て
い
る
。http://w

w
w

.adrianm
oser.ch

　
（
３
）
新
・
カ
ー
ペ
ッ
ト
・
ベ
ル
ト
地
帯

A
sha

R
aniM

athur,Indian
C

arpets:
A

H
and—

K
notted

H
eritage

(N
ew

D
elhi:R

upa&
C

o.,2004).P.83.

　
（
４
）
児
童
労
働
の
統
計

表
F
に
示
す
。
最
近
年
の
統
計
は
不
明
。

　
（
５
）“R

ightto
E

ducation
atC

rossroads
in

Jharkhand”,by
G

oladson
D

ungdung,in
C

ounter
C

urrents,org.
03

January,

2008
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表F. 　児童労働の統計
調査対象年次 児童労働の総数（人） 推定の根拠、出所

1. 1993 130,000 ① Anker, Richard 他
2. 1993 350,000 ② Juyal, B. N.

3. 1994 130,000 ③ Harvey, Pharis 他
4. 1995 150,000 ④ Burra Neera

[出所]
① Anker, Richard and others (ed.), Economics of Child Labour in
Harzardous Industries of India (Baroda: Centre for Operation Research
and Training, 1998) (Mimeo.).
② Juyal, B. N., Child Labour in the Carpet Industries in Mirzapur—
Bhadohi (New Delhi: International Labour Organisation, 1993).
③ Harvey, Pharis and others, Trading Away the Future: Child Labour
in India’s Export Industries (Washington DC: The International Labour
Rights and Education Research Fund, 1994).
④ Burra Neera, Born to Work: Child Labour in India (New Delhi: Oxford
University Press, 1995).

その他の参考資料
⑤ Mohd. Mustafa and Onkar Sharma, Child Labour in India: A Bitter
Truth (New Delhi: Deep & Deep Publications PVT. Ltd. 2008). Appendix.
⑥ Vijayagopalan, S., Child Labour in Carpet Industry (New Delhi: Na-
tional Council of Applied Economic Research, 1993).
⑦ Mishra, G. P. and P. N. Pande, Child Labour in Carpet Industry (New
Delhi: A. P. H. Publishing Corporation, 1996).
⑧ Davuluri Venkateswarlu and others, Child Labour in Carpet Industry
in India: Recent Developments: Final Report (International Labour Rights
Fund, 1996) (Mimeo.).
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